
■ 予算規模 ■ 共通の視点

※［P  ］は「当初予算(案)の概要」の掲載ページ

436.9億円 9.1億円

10.0億円 ＜拡充＞ (1)

【新規】 (1) 【新規】 (2)

【新規】 (2) ＜拡充＞ (3)

＜拡充＞ (3) ＜拡充＞ (4)

＜拡充＞ (4) 【新規】 (5)

126.5億円 34.3億円

＜拡充＞ (1) 【新規】 (1)

＜拡充＞ (2) ＜拡充＞ (2)

＜拡充＞ (3) 【新規】 (3)

(4) (4)

36.0億円 ＜拡充＞ (5)

【新規】 (1)

【新規】 (2) 質の高い介護サービスを確保するため、介護ロボット見守り機器の導入の支援［P13］ 38.3億円

(3) 9.7億円

【新規】 (4) 【新規】 (1)

＜拡充＞ (5) ＜拡充＞ (2)

264.4億円 【新規】 (3)

＜拡充＞ (1) 8.1億円

＜拡充＞ (2) (1)

＜拡充＞ (3) (2)

【新規】 (4) 【新規】 (3)

＜拡充＞ (5) 20.5億円

【新規】 (1)

132.8億円 【新規】 (2)

89.4億円 ＜拡充＞ (3)

【新規】 (1)

【新規】 (2) 4.7億円

【新規】 (3) ＜拡充＞ (1)

＜拡充＞ (4) 【新規】 (2)

＜拡充＞ (5) 【新規】 (3)

【新規】 (6) (4) 持続可能な行財政運営プランの着実な推進

Ｅｄｕ－Ｄｉｖｅｒ構想による授業イノベーションの推進(「こめぷら」のコンテンツを拡充)［P27］ 粗大ごみ収集のＤＸの推進（受付から収集運搬まで一元化するシステムを導入）［P50］

小・中学校の大規模改修（川崎東小学校基本設計、江陽中学校実施設計）［P31］

中高生向け人材育成事業や市内４大学１高専に通う学生向け交流事業の実施［P25］

ＡＩやデジタルアートなど進化する技術に対応した人材の育成［P25］

中学校部活動の地域移行に向けた環境の整備［P26］ ＡＩの活用による行政事務の効率化推進（相談業務支援システムの利用を拡大）［P49］

スクール・サポート・スタッフ配置校の拡大（教員が子どもと向き合う時間を確保）［P27］ 米百俵プレイス整備と市民センター廃止に伴う行政機能の再配置［P49］

ふるさと納税やクラウドファンディングを活用した長岡ファンの獲得［P47］

地域スポーツイベントや障害者のスポーツ活動をささえる指導者や運営スタッフの育成［P41］

支所長裁量予算の拡充(「地域の救急箱」による災害応急対応と住民サービス・課題対応の強化)［P17］

集落支援員と地域おこし協力隊の増員による地域の活性化［P17］ 戦災資料館の移転整備と明治公園の再整備［P43］

鳥獣被害対策の拡充（新規猟銃取得費用を支援、集落内の不要果樹伐採等を促進）［P18］ 悠久山公園の整備（ふれあい悠園地、園路、野球場トイレを整備）［P43］

生活道路の緊急対策工事の実施（舗装や側溝・安全施設等の修繕工事を加速化）［P20］ 全国闘牛サミットｉｎ長岡大会の開催［P45］

与板地域交流拠点施設（仮称）と川口地域交流拠点施設（仮称）の整備［P20］

民間を含めた市内のイベント情報をＡＩで自動収集し、タイムリーな情報の発信［P46］

宿泊客への名産品プレゼントキャンペーンの実施［P46］

民生委員成り手不足対策の強化（協力員制度を創設、活動費を増額）［P14］ ｅスポーツによる関係・交流人口の創出と体験機会の拡大［P41］

不登校児童生徒への支援体制の充実（自立支援スペース「ほっとルーム」の支援員を増員）［P7］ 外国人人材の受入れを加速するため、留学生インターンシップへの支援の充実［P35］

子ども食堂や民間の放課後児童クラブへの支援の拡充［P7］ 除雪オペレータの確保・育成（大型特殊自動車免許等取得費補助制度を創設）［P38］

保育環境整備の推進（東川口保育園を移転改築、認定こども園等の大規模改修や防災対策を支援）［P8］ ながおかペイ・ポッキリパスポート・ＥＣサイトによる切れ目ない消費喚起［P38］

一般住宅リフォームへの支援の拡充［P38］

健康寿命延伸・健康格差の縮小に向けた取組の充実（「ながおかウェルネス事業」を実施）［P9］

高齢者福祉の充実（高齢者を地域で支える「地域包括ケアシステム」や認知症施策の推進）［P13］

ひきこもり相談・支援体制の充実(ひきこもり相談支援室を開設、居場所支援)［P14］ 自分らしく元気な活動につながる女性のネットワークづくり（交流会やセミナーを開催）［P40］

原子力防災の推進（市町村研究会の活動を通じた取組、地域防災計画・避難計画を改定）［P2］ バイオエコノミーの形成促進（資源循環を生み出す革新的な産業創出を支援）［P33］

地域防災力の強化（協働による避難所運営体制づくり、自主防災会の資機材更新費用を支援）［P2］ 長岡版耕畜連携に取組む事業者の支援（枝豆残さを発酵飼料に加工して有効性等を実証）［P33］

配慮を要する子どもと保護者への支援体制の充実（発達支援に特化した専門職を配置）［P5］ 官民連携による企業のデジタル化支援とＤＸ推進体制の整備促進［P35］

津波対策の強化（迅速に緊急避難情報を発信するシステムを寺泊地域に整備）［P1］ 雪国対応型の太陽光発電設備を市有施設に設置（導入効果を検証し、市民に普及啓発）［P32］

令和６年度　長岡市当初予算（案）の重点施策

◇ 一般会計　　　　　 １，３３９億８，５００万円 （前年比 　３９億９，８００万円  　３．１％） □　デジタル化や先端技術の導入等による変革の実現（ＤＸ等）

◇ 特別会計・企業会計   　８５８億５，２９０万円 （前年比 ▲１７億２，５２０万円  ▲２．０％） □　女性活躍の推進と多様性（ダイバーシティ）の確保

◆ 総 予 算     　    ２，１９８億３，７９０万円 （前年比 　２２億７，２８０万円  　１．０％） □　あらゆる分野で長岡モデルを創造し、新しい価値を創出

産業協創の拠点ＮａＤｅＣ ＢＡＳＥを中心としたイノベーションの創発［P32］

震災・水害２０周年事業（防災意識の向上と持続可能な地域づくりの機運を醸成）［P1］ 地域の脱炭素移行と再エネの推進（新築住宅のＺＥＨ化や太陽光パネル・蓄電池導入を支援）［P32］


